
(57)【要約】

【課題】特定の場所と時間をかけないで人の作業中、動

作中に健康診断を行える手段を提供する。

【解決手段】日常通勤、通学に履く靴に生体情報採集用

のセンサーを備える。被検診者は、意識しないで自己の

足から健康状態の情報を収集して公衆無線回線を介して

、健康管理センターへデーターを送信する。被検者が着

用する靴には、各種センサーの他にＣＰＵと微弱無線送

受信機を備えている。被験者はあたかも、人ホットスポ

ットを形成している。足から、血圧、血液成分、発汗成

分の検出をおこなう。加速度センサーは、人の歩行速度

、階段の登り、降りを検知して人体にかかる負荷を計測

する。人の健康状態は、最高機密である。足の指紋様、

静脈の紋様から本人認証をおこなう。情報通信網上に設

けたサイトに健康管理センターを備える。このセンター

に各自の健康データーを蓄えて専門家による解析をおこ

なって、健康管理を維持する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 健 康 診 断 装 置 で あ っ て 、 生 体 情 報 の 採 集 は 人 の 足 か ら 行 っ て 、 該 装 置 は 通 常 着 用 す る 靴
の 形 状 し て い て 、 健 康 デ ー タ ー 採 集 用 の セ ン サ ー を 靴 に 備 え る 手 段 と 、 セ ン サ ー か ら の デ
ー タ ー を 受 信 し て 他 の 通 信 端 末 機 に 送 信 す る 手 段 を 該 検 診 用 靴 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る
手 段 と 、 検 診 用 靴 に デ ー タ ー の 送 受 信 部 を 備 え て い て 、 セ ン サ ー 間 の 交 信 と 人 体 を 微 弱 電
波 の 手 段 を 使 っ て 他 の 通 信 端 末 機 と 交 信 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 健 康 診 断 用 の 人 体 着
用 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 請 求 項 １ に お い て 健 康 診 断 用 セ ン サ ー は 、 加 速 度 、 平 衡 感 覚 、 重 力 、 圧 力 、 発 汗 、
血 液 、 血 圧 、 温 度 で あ っ て 、 こ れ ら の デ ー タ ー か ら 健 康 状 態 を 解 析 す る 手 段 と 、 生 体 情 報
セ ン サ ー は 、 セ ン サ ー チ ッ プ 上 に デ ー タ ー の 送 受 信 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 健 康 診 断
用 の 人 体 着 用 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 情 報 通 信 網 上 に 健 康 管 理 を 行 う サ イ ト を 設 け て 、 被 検 診 者 か ら の 生 体 情 報 を 管 理 、 保 管
し て 、 被 検 診 者 の 健 康 状 態 を 観 察 し て 、 ウ エ ブ 健 康 管 理 セ ン タ ー に て 健 康 指 導 を 行 う こ と
を 特 徴 と す る 健 康 診 断 用 の 人 体 着 用 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 人 の 足 か ら 健 康 状 態 の チ ェ ッ ク を 行 う も の で あ っ て 、 靴 に 人 体 か ら の 情 報 を
得 る た め の 測 定 用 各 種 セ ン サ ー を 装 着 し た 健 康 診 断 用 靴 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 代 人 は 多 忙 で あ る 。 自 分 自 身 の 健 康 管 理 を お ろ そ か に す る 。 企 業 は 、 定 期 的 に 健 康 診
断 を 実 施 し て い る が 受 診 し な い 人 も 多 々 い る 。 企 業 組 織 に 所 属 し て い な い 人 な ど 、 受 診 す
る 人 は ご く 一 部 に 過 ぎ な い 。 そ こ で 本 発 明 は 、 改 善 策 と し て 誰 で も 日 常 生 活 を し な が ら 健
康 管 理 の で き る 方 法 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 人 間 の 足 は 健 康 の バ ロ メ ー タ ー で あ る 。 す べ て の 病 は 足 か ら 判 断 で き る 。 図 １ は 、 健 康
診 断 装 着 用 の 靴 の 構 成 を 示 す 。 広 範 囲 に 人 の 健 康 状 態 を 検 診 す る た め に 各 種 セ ン サ ー が 靴
に 装 備 し て い る 。 靴 １ １ に は 、 微 弱 無 線 送 受 信 部 と Ｃ Ｐ Ｕ 、 メ モ リ ー １ ２ が あ る 。 こ れ は
、 各 種 セ ン サ ー か ら 送 っ て く る デ ー タ ー を 集 め て メ モ リ ー に 保 管 す る の と 、 微 弱 電 波 に よ
っ て 、 携 帯 情 報 端 末 機 へ 送 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 外 部 に 送 信 機 能 の な い 場 合 に は 、 １ ２ の 送 受 信 部 の メ モ リ ー に デ ー タ ー を 蓄 え て 後 で と
り だ し て 、 専 門 家 に チ ェ ッ ク し て も ら う こ と も で き る 。 健 康 診 断 セ ン サ ー は 、 １ ３ 、 １ ４
、 ２ ０ の 加 速 度 と 平 衡 感 覚 の セ ン サ ー が あ る 。 人 の 歩 行 速 度 、 階 段 の 登 り 降 り に か か る 加
速 度 、 体 の 平 衡 度 の チ ェ ッ ク を お こ な う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 １ ５ と １ ７ は 、 重 力 、 圧 力 セ ン サ ー で あ っ て 体 重 、 加 重 が 測 定 で き る 。 １ ６ は 複 合 セ ン
サ ー で 、 発 汗 と 血 液 を 採 集 し て 、 汗 と 血 液 に 含 ま れ る 成 分 の 検 出 を お こ な う 。 塩 分 の 摂 取
、 各 種 酵 素 の 検 出 が で き る 。 １ ８ は 複 合 セ ン サ ー で あ っ て 、 温 度 と 足 の 静 脈 紋 様 の 検 出 を
お こ な う 。 静 脈 の 紋 様 は 、 指 （ 足 ） 紋 の 紋 様 と あ わ せ て 本 人 認 証 に 使 う 。 １ ９ は 、 血 圧 セ
ン サ ー で あ る 。 足 の 指 か ら 血 圧 を 測 定 す る 。 人 の 活 動 中 に デ ー タ ー の 採 集 が で き る か ら 健
康 状 態 の チ ェ ッ ク に は 都 合 が よ い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ ら の セ ン サ ー か ら の デ ー タ ー を 総 合 し て 、 体 の 平 衡 感 覚 、 歩 行 の 平 行 度 の チ ェ ッ ク
と 日 常 生 活 の 改 善 を 推 奨 し て 、 健 康 の 向 上 に 貢 献 で き る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 藤 田 恒 太 郎 著 ・ 寺 田 春 水 改 訂 「 生 態 観 察 」 南 山 堂 　 １ ９ ５ ０ 年
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【 非 特 許 文 献 ２ 】 山 中 学 ・ 福 岡 良 雄 監 修 、 上 田 　 智 ・ 吉 野 ニ 男 ・ 清 水 加 代 子 編 集 「 新 臨 床
検 査 技 師 講 座 」 医 学 書 院 　 １ ９ ８ ４ 年
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 特 定 の 健 康 診 断 を 受 け な く と も 日 常 生 活 の な か で 、 動 的 な
人 の 健 康 状 態 を 把 握 す る こ と を 、 容 易 な 方 法 で 行 う こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 健 康 の バ ロ メ ー タ で あ る 人 の 足 に 注 目 し て 、 人 が 日 常 生 活 す る 中 で 装 着 す る
靴 に 体 の 状 態 、 被 検 診 者 の 動 作 、 癖 を デ ー タ ー と し て 取 り 出 す セ ン サ ー を 設 け た 。 か つ 、
情 報 通 信 網 上 に サ イ ト を 設 け て 、 遠 隔 で デ ー タ ー の 解 析 と お こ な っ て 専 門 家 に よ る 観 察 と
指 導 を お こ な う 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 健 康 診 断 用 靴 は 、 日 常 生 活 し な が ら 人 の 体 の 状 態 を 動 的 に 観 察 で き る こ と
で あ る 。 企 業 が 実 施 す る 健 康 診 断 で は 、 所 定 の 場 所 に 集 ま っ て お こ な う 静 的 な 健 康 診 断 で
あ る 。 日 常 生 活 で は い ろ い ろ な 局 面 が あ る 。 例 え ば 仕 事 を し て い る と き 、 車 の 運 転 中 、 荷
物 を 持 っ て い る と き 、 デ ス ク ワ ー ク の と き と か 、 体 の 状 態 は 一 定 で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 で は 、 絶 え ず 変 化 す る 人 の 生 活 状 態 の 中 で 動 的 な 体 の 検 診 を 普 通 の 生 活 を し な が
ら で き る と い う 利 点 と 利 便 性 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 現 代 人 の 健 康 願 望 を か な え る た め に 、 普 通 に 生 活 し て 歩 行 、 駆 け 足 を し て い る 時 に 足 か
ら 健 康 情 報 を 採 集 す る 。 健 康 診 断 が 日 常 生 活 を し な が ら 行 え る 。 健 康 情 報 の デ ー タ ー は 微
弱 無 線 、 公 衆 無 線 回 線 を 介 し て 健 康 管 理 セ ン タ ー に 送 信 さ れ る 。 専 門 医 に よ っ て 健 康 デ ー
タ ー の 解 析 を 行 っ て 本 人 に フ ィ ー ド ・ バ ッ ク す る 。 危 険 な デ ー タ ー が あ れ ば 即 時 、 本 人 へ
携 帯 無 線 回 線 を 介 し て 警 告 す る こ と が で き る 。
【 第 １ 実 施 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ 乃 至 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 人 が 着 用 し
て 健 康 診 断 に 使 う 靴 １ １ の 構 造 と 診 断 用 セ ン サ ー の 配 置 を 示 し た 。 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ
） の 符 号 １ ２ 乃 至 １ ９ は 診 断 用 靴 に 配 置 さ れ た セ ン サ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ （ ａ ） は 、 健 康 測 定 靴 の 側 面 を 示 す 。 １ ２ は 、 微 弱 電 波 の 送 受 信 部 で あ っ て 、 各 セ
ン サ ー か ら の 信 号 を 受 信 し て 携 帯 端 末 機 に 送 信 す る 。 又 、 １ ２ は 、 携 帯 無 線 回 線 か ら 受 信
し た 信 号 を 各 セ ン サ ー に 送 信 す る 。 各 セ ン サ ー に は 送 受 信 装 置 を 内 蔵 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ ３ は 、 血 液 の 採 集 を お こ な う 。 １ ３ は 図 示 し て な い 極 細 い 針 状 の 突 起 物 が あ っ て 、 定
期 的 に 人 の 皮 膚 上 に 接 触 し て 微 量 の 血 液 を 採 集 す る 。 人 は 、 ほ と ん ど 痛 み を 感 じ な い 。 少
々 痒 み を 感 じ る 程 度 で あ る 。 血 液 の 成 分 は 、 健 康 管 理 セ ン タ ー に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ ４ は 、 加 速 度 セ ン サ ー で あ る 。 歩 行 ス ピ ー ド の チ ェ ッ ク を お こ な う 。 人 の 歩 く 速 度 は
、 個 人 差 も あ る が 、 健 康 状 態 を 考 え る と 適 性 値 と い う も の が あ る 。 １ ６ は 、 発 汗 セ ン サ ー
で あ っ て 、 足 の 汗 を 採 集 し て 成 分 の 測 定 を お こ な う 。 汗 を 分 析 し て 人 体 の 代 謝 の 様 子 が わ
か る 。 足 の 温 度 測 定 も お こ な う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ ５ は 、 踵 の 部 分 の 圧 力 セ ン サ ー で あ る 。 １ ７ は 、 前 足 の 部 分 の 圧 力 セ ン サ ー で あ っ て
人 の 歩 く 癖 の チ ェ ッ ク が で き る 。 前 け り で 歩 く か 後 け り で 歩 く か 、 体 の バ ラ ン ス も チ ェ ッ
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ク で き る 。 人 の 歩 き 方 で 靴 の 踵 が 減 っ た り 、 前 が 減 っ た り 、 斜 め に 減 る 人 が い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ ８ は 、 温 度 と 足 の 静 脈 の 紋 様 セ ン サ ー で あ る 。 静 脈 の 紋 様 パ タ ー ン を 照 合 し て 本 人 認
証 を お こ な う 。 又 、 温 度 セ ン サ ー も 含 ん で い る 。 足 の 甲 （ 足 の 上 ） す な わ ち 、 足 の 温 度 を
測 定 す る 。 １ ６ と １ ８ で 足 の 温 度 を 測 定 し て 健 康 度 の 検 診 を 行 う 事 が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ （ ｂ ） は 、 靴 １ １ の 平 面 図 を 示 す 。 先 に 説 明 し た セ ン サ ー １ ５ ， １ ６ ， １ ７ は 足 底
を 測 定 す る セ ン サ ー で あ る 。 １ ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ と 送 受 信 部 で あ る 。 １ ３ は １ １ が 左 足 の 場 合
、 足 の 外 果 部 で あ っ て ２ ０ は 、 内 果 部 を 示 す 。 ２ ０ は 、 内 果 部 の バ ラ ン ス と 歩 行 時 の 加 速
度 の 測 定 を お こ な う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ ９ は 、 血 圧 の 測 定 を 行 う 血 圧 セ ン サ ー で あ る 。 図 １ （ ｃ ） に １ ９ の 機 構 を し め す 。 左
足 の 場 合 は 、 足 の 小 指 を １ ９ に 挿 入 す る 。 １ ９ は 一 定 の 圧 力 を か け 、 心 臓 の 脈 拍 の 測 定 を
お こ な う 。 右 足 の 場 合 は 、 １ ９ に は 足 の 親 指 を 挿 入 す る 。 １ ９ は 、 電 子 血 圧 計 と 同 じ 構 造
を し て い る 。 定 期 的 に １ ９ の 環 が 足 の 指 を 締 め 付 け て 、 血 圧 と 脈 拍 の 測 定 を お こ な う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ６ は 発 汗 、 血 液 、 温 度 （ 体 温 ） セ ン サ ー で あ っ て 、 １ ９ の 血 圧 セ ン サ ー は 、 細 菌 の 存
在 を 検 知 す る セ ン サ ー も 備 え て い る 。
水 虫 、 は じ め い ろ い ろ な 病 原 菌 の 成 分 を 検 出 し て 発 信 す る 。 足 は 、 健 康 の バ ロ メ ー タ ー で
あ る 。 こ れ ら の セ ン サ ー に よ っ て 、 歩 行 中 に 加 速 度 、 圧 力 、 発 汗 、 血 圧 、 脈 拍 、 足 の 温 度
を 測 定 し て 健 康 の 程 度 を 予 測 し て 、 重 大 な 疾 患 か ら 人 の 体 を 守 る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 靴 の 内 部 に 装 着 し た セ ン サ ー が 微 弱 電 波 に よ る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ （ Ｌ ｏ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｒ
ｅ ａ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ） に て 結 合 し て い る 様 子 を 示 し た 。 靴 １ １ の Ｌ Ａ Ｎ と 携 帯 情 報 端 末
機 ３ １ と 交 信 し て い る 。 符 号 １ ３ 乃 至 ２ ０ は 、 図 １ に て 説 明 し た 足 の 状 態 を 測 定 す る セ ン
サ ー で あ る 。 ３ ２ は ブ ル ー ツ ー ス の よ う な 微 弱 無 線 、 １ ０ １ は 靴 １ １ に 構 成 す る 微 弱 無 線
を 使 っ た Ｌ Ａ Ｎ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ の ３ １ は 、 人 が 身 に つ け て い る 携 帯 情 報 端 末 機 、 ３ ３ は 公 衆 無 線 電 波 を 示 す 。
１ ０ １ の Ｌ Ａ Ｎ は 人 の 体 を 包 む 程 度 で あ っ て 、 人 ホ ッ ト ・ ス ポ ッ ト と も い え る 。 人 の 無 線
基 地 は ３ １ の 携 帯 情 報 端 末 機 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 靴 １ １ の 送 受 信 装 置 １ ２ に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 演 算 装 置 ） が 内 蔵 し て い て 、 セ ン サ ー １ ３
乃 至 ２ ０ か ら デ ー タ ー を 定 期 的 に 収 集 し て 、 ３ １ の 携 帯 情 報 端 末 機 へ 送 信 す る 。 ３ １ の 携
帯 情 報 端 末 機 は 、 携 帯 電 話 機 、 Ｐ Ｄ Ａ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ａ ｓ ｓ ｉ ｓ
ｔ ａ ｎ ｔ ） 及 び 専 用 機 で も よ い 。 普 通 の 携 帯 無 線 と ブ ル ー ツ ー ス の よ う な 微 弱 電 波 の 送 受
信 機 能 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 人 が 着 用 し て い る 靴 か ら 発 信 す る セ ン サ ー か ら の 微 弱 無 線 は １ ２ の 送 受 信 部 に て 一 旦 処
理 し て 、 ３ １ の 携 帯 情 報 端 末 機 に 送 ら れ る 。 図 ２ で は 、 人 全 体 が 小 さ な ホ ッ ト ス ポ ッ ト に
な っ て い る 。 ３ １ の 携 帯 情 報 端 末 機 は 、 歩 行 時 に い つ も 携 行 し て お り デ ス ク ワ ー ク と か 、
静 止 時 に は 、 身 に つ け な い で 近 く に 置 い て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 、 人 が 歩 行 し た 時 に 左 右 両 足 に か か る 重 量 の 平 衡 度 、 加 速 度 の 割 合 を 示 し た 図 で
あ る 。 許 容 値 を 悦 脱 し た と き に は 、 そ れ が 健 康 に 影 響 す る 場 合 に は 、 本 人 に 警 告 を 発 す る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ （ ａ ） は 、 左 右 の 足 に か か る 体 重 の バ ラ ン ス （ 平 衡 度 ） の 測 定 を お こ な う 。 図 に お
い て 、 ３ ４ は 普 通 の 人 の 標 準 的 体 重 を 示 す 。 本 発 明 に よ る 測 定 を 開 始 す る 時 に は 、 測 定 す
る 本 人 の 自 体 情 報 、 体 重 、 身 長 を は じ め 、 も っ て い る 持 病 、 疾 患 し て い る 病 気 を 健 康 管 理
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セ ン タ ー に 登 録 し て お く と 最 適 な デ ー タ ー が 得 ら れ や す い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ３ ５ は 、 バ ラ ン ス の と れ て い る 状 態 で あ っ て 、 こ の 直 線 に そ っ て 左 右 が 均 衡 し て い る の
が 理 想 で あ る 。 図 ３ （ ｂ ） は 、 左 足 、 右 足 そ れ ぞ れ 左 右 の 平 行 度 を 測 定 す る 。 Ｏ 脚 か Ｘ 脚
で 歩 行 し て い る か 人 の 癖 が み つ か る 。 符 号 ３ ６ 以 内 で あ れ ば 許 容 値 で あ る 。 ３ ７ の 直 線 に
沿 っ て い れ ば 正 常 値 で あ る 。 図 １ の １ ５ 、 １ ７ の 圧 力 セ ン サ ー に よ っ て 測 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ （ ｃ ） は 、 加 速 度 セ ン サ ー １ ３ 、 １ ４ 、 ２ ０ に よ っ て 測 定 し た 結 果 で あ る 。 図 に お
い て ４ ０ は 加 速 度 の 上 限 値 で あ っ て 、 ４ １ は 下 限 値 で あ る 。 こ の 範 囲 内 で あ れ ば 正 常 と い
え る 。 ３ ８ 、 ３ ９ は 加 速 度 の 遷 移 値 を 示 す も の で あ っ て 、 人 の 健 康 を 解 析 す る 際 の デ ー タ
ー に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ は 、 セ ン サ ー の 内 部 構 成 を 示 し た も の で あ る 。 ４ ６ は セ ン サ ー の チ ッ プ 構 成 で あ っ
て 、 図 １ の 符 号 １ ３ 乃 至 ２ ０ の 重 量 、 加 速 度 、 圧 力 、 発 汗 、 血 液 、 温 度 、 血 圧 を 測 定 す る
セ ン サ ー チ ッ プ で あ る 。 ４ ２ は ア ン テ ナ コ イ ル 、 ４ ３ ， ４ ４ 、 は そ れ ぞ れ セ ン サ ー で あ っ
て ２ 種 類 の セ ン サ ー が ワ ン チ ッ プ に 搭 載 し て い る 。 ４ ５ は Ｃ Ｐ Ｕ と 送 受 信 部 で あ る 。 セ ン
サ ー 情 報 を ４ ２ の ア ン テ ナ よ り 微 弱 電 波 に よ っ て 送 受 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ は 、 人 ５ １ が 本 発 明 の 健 康 診 断 測 定 靴 １ １ を 履 い て 、 携 帯 情 報 端 末 機 ３ １ を 装 着 し
て １ １ の セ ン サ ー か ら ３ ２ の 微 弱 無 線 に よ っ て ３ １ に 入 力 す る 。 ３ １ の メ モ リ ー に は １ １
か ら の 測 定 値 が 記 憶 さ れ て い る 。 無 線 公 衆 網 ３ ３ の 電 波 に こ れ ら の デ ー タ ー を 乗 せ て 健 康
管 理 セ ン タ ー ６ ６ に 送 信 す る 。 健 康 管 理 セ ン タ ー か ら 定 期 的 に デ ー タ ー を 送 る よ う ３ １ に
指 示 が く る 。 こ の よ う に し て 、 定 期 診 断 を 人 の 作 業 、 動 作 中 に 行 え る か ら 有 効 な デ ー タ ー
を 揃 え て 適 格 な 診 断 が お こ な え る 。
【 第 ２ 実 施 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ は 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 社 会 シ ス テ ム に 本 発 明 を 導 入 し た 構 成 図 で あ る 。
５ １ の 人 は 健 康 診 断 靴 １ １ を 装 着 し て 街 中 で 働 い て い る 。 ３ ２ の 微 弱 電 波 に よ っ て 人 の 周
囲 を ホ ッ ト ス ポ ッ ト の 状 態 を 形 成 し て い る 。 人 の 装 着 し て い る 携 帯 情 報 端 末 機 ３ １ を 介 し
て ３ ３ の 公 衆 無 線 網 に よ っ て 、 無 線 基 地 局 ６ ２ と 交 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ６ ３ は 携 帯 無 線 会 社 の ウ エ ブ サ イ ト で あ っ て 、 専 用 線 に よ っ て 無 線 基 地 局 ６ ２ と 接 続 し
て い る 。 ６ １ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 網 等 の 情 報 通 信 網 で あ る 。 ６ ４ は 、 ６ ６ の 健 康 管 理 セ ン
タ ー の ウ エ ブ サ イ ト で あ る 。 ６ ６ は 、 個 人 の 健 康 を 管 理 す る 専 用 サ ー バ ー ６ ７ が 設 置 し て
あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ６ ７ の サ ー バ ー に 蓄 積 さ れ た デ ー タ ー を 専 門 医 が 定 期 的 に チ ェ ッ ク し て 、 健 康 状 態 を 加
入 者 個 人 に 伝 え る 。 加 入 者 は 期 間 を 区 切 っ て 専 門 医 と 面 談 を お こ な っ て 健 康 の 指 導 を お こ
な う 。 本 シ ス テ ム は 、 ６ ６ の 健 康 管 理 セ ン タ ー に 有 料 で 加 入 し て 個 人 の 健 康 を 管 理 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 法 人 、 企 業 が 社 員 の 健 康 管 理 の た め に 定 期 的 に 実 施 す る こ と も 可 能 で あ る 。 従 来 の 健 康
診 断 の よ う に 、 時 間 と 場 所 を と ら な い か ら 企 業 に と っ て も メ リ ッ ト は お お き い 。 ６ ６ は 、
個 人 ５ １ と 通 信 回 線 を 介 し て 常 時 接 続 し て い る 。 ６ ４ の 健 康 管 理 セ ン タ ー の サ イ ト は 、 ６
５ の 公 衆 回 線 で 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 個 人 の 健 康 状 態 は 、 機 密 性 を 保 つ 必 要 が あ る 。 特 に 、 経 営 者 の 健 康 情 報 は 、 企 業 機 密 で
あ る 。 従 っ て 、 検 診 用 靴 １ １ か ら の デ ー タ ー は 暗 号 化 し て 送 信 す る 。 ６ ７ に 蓄 え ら れ て い
る 個 人 の 健 康 情 報 は 、 外 部 に 流 出 し な い よ う に セ キ ュ リ テ イ を 厳 重 に 保 っ て い る 。
【 第 ３ 実 施 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 図 ７ は 、 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。 Ｓ ７ ０ １ は 、 本 人 認 証 を お こ な う 。 健 康
管 理 セ ン タ ー ６ ６ に 登 録 し て あ る か ど う か 、 Ｓ ７ ０ ２ に て 足 の 紋 様 の チ ェ ッ ク を お こ な う
。 図 １ に 示 し た 各 種 セ ン サ ー の う ち 例 え ば 、 １ ７ は 足 の 指 の 紋 様 、 １ ８ は 足 背 の 静 脈 の 紋
様 を チ ェ ッ ク す る セ ン サ ー を 複 合 化 し て ワ ン チ ッ プ に ま と め て あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｓ ７ ０ ３ に お い て 、 個 人 の 特 徴 抽 出 を お こ な う 。 Ｓ ７ ０ ４ で は 、 採 集 し た 特 徴 を 健 康 管
理 セ ン タ ー ６ ６ へ 送 る 。 Ｓ ７ ０ ５ で は 、 ６ ７ の サ ー バ ー に 記 憶 し て あ る 本 人 の 紋 様 と 照 合
す る 。 Ｓ ７ ０ ６ で は 、 一 致 し て い る か ど う か 判 断 を お こ な っ て 本 人 で あ る 確 証 が 得 ら れ た
ら Ｓ ７ ０ ７ に て 計 測 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 足 の 紋 様 と 静 脈 の 紋 様 に よ っ て 本 人 認 証 を お こ な う 。 健 康 状 態 は
本 人 の 最 高 機 密 で あ っ て 、 企 業 機 密 で も あ る 。 従 っ て 、 図 ７ の フ ロ ー の よ う に 本 人 認 証 を
厳 重 に お こ な う 。
【 第 ４ 実 施 形 態 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ８ は 健 康 診 断 を 行 う 過 程 を 示 し た 第 ４ 実 施 形 態 の フ ロ ー 図 で あ る 。 Ｓ ８ ０ １ は 、 本 人
認 証 の 確 定 が と れ て 、 健 康 診 断 計 測 を 開 始 す る 。 Ｓ ８ ０ ２ で は 検 診 用 の 靴 を 装 着 す る 。 靴
は 、 場 合 に よ っ て は 両 足 、 片 方 だ け で も よ い 。 こ れ は 、 ご く 普 通 の 通 勤 、 通 学 用 靴 の 形 状
で あ っ て 見 分 け が つ か な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 靴 下 の 着 用 は 、 検 診 を 妨 げ な い よ う に 足 の 紋 様 、 静 脈 が 見 ら れ る 透 明 、 半 透 明 な も の 、
血 液 の 採 集 、 血 圧 、 汗 の 採 集 が 可 能 な 材 質 の も の を 使 う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 Ｓ ８ ０ ３ は 、 検 診 用 の 靴 を 着 用 し て 所 定 時 間 経 過 を と る 。 健 康 管 理 セ ン タ ー か ら の 公 衆
無 線 を 介 し て 測 定 の 指 示 が く る 。 Ｓ ８ ０ ４ で は 、 左 右 の 重 量 、 重 圧 を 測 定 す る 。 Ｓ ８ ０ ５
で は 、 足 の 指 か ら 血 圧 の 測 定 を お こ な う 。 Ｓ ８ ０ ６ は 、 左 右 の 平 衡 度 の 測 定 、 Ｓ ８ ０ ７ で
は 、 加 速 度 セ ン サ ー に よ っ て 、 歩 行 速 度 の 計 測 を お こ な う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ の 他 、 前 述 し た よ う に 発 汗 、 血 液 の 採 集 を お こ な っ て 、 成 分 の デ ー タ ー を 健 康 管 理 セ
ン タ ー に 送 る 。 こ れ ら の デ ー タ ー は 歩 行 速 度 、 物 を も っ て い れ ば 体 の 負 荷 、 重 圧 を 足 よ り
測 定 し て い る か ら 、 人 体 に 負 荷 を か け た 状 態 で 測 定 で き る 。 健 康 診 断 と し て は 、 好 ま し い
状 態 の 値 が 採 集 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｓ ８ ０ ８ は 、 サ ン プ リ ン グ を 定 期 的 に 健 康 管 理 セ ン タ ー か ら の 指 令 に よ っ て 繰 り 返 し お
こ な う 。 Ｓ ８ ０ ９ で は 、 サ ン プ リ ン グ し た 検 診 デ ー タ ー を 公 衆 無 線 回 線 に よ っ て 送 信 す る
。 Ｓ ８ １ ０ は 、 健 康 管 理 セ ン タ ー の サ ー バ ー に よ っ て デ ー タ ー の 解 析 を お こ な う 。 Ｓ ８ １
１ は 、 専 門 医 に よ る 判 定 を お こ な う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ の １ ２ は 、 各 セ ン サ ー か ら デ ー タ ー を 受 信 し て 携 帯 情 報 端 末 機 ３ １ に 送 り 、 そ こ か
ら 公 衆 無 線 回 線 を 介 し て 、 健 康 管 理 セ ン タ ー に デ ー タ ー を 送 信 す る 。 し か し 、 １ ２ に メ モ
リ ー 例 え ば コ ン パ ク ト ・ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ と か 、 Ｓ Ｄ （ Ｓ ｅ ｃ ｕ ｒ ｅ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ ）
メ モ リ ー 等 に 蓄 え て 後 で 、 健 康 管 理 セ ン タ ー に も ち こ ん で 専 門 医 の 診 断 を 受 け る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 セ ン サ ー 間 、 健 康 診 断 用 靴 、 端 末 機 と の 交 信 に 微 弱 電 波 を 使 用 し た 例 を 説
明 し た 。 微 弱 電 波 の 代 わ り に Ｉ ｒ Ｄ Ａ （ 赤 外 線 ） 、 超 音 波 を 使 用 し て も 同 じ 効 果 が 得 ら れ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 健 康 診 断 測 定 靴 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
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【 図 ２ 】 健 康 診 断 靴 の セ ン サ ー と 微 弱 無 線 Ｌ Ａ Ｎ を 示 す 図 で あ る 。 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
【 図 ３ 】 診 断 セ ン サ ー か ら 得 ら れ た デ ー タ ー 例 を 示 す 図 で あ る 。 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
【 図 ４ 】 診 断 セ ン サ ー の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
【 図 ５ 】 健 康 診 断 測 定 靴 と 携 帯 情 報 端 末 機 を 着 用 し た 人 を 示 す 図 で あ る 。 （ 第 １ 実 施 形 態
）
【 図 ６ 】 社 会 シ ス テ ム と 健 康 管 理 セ ン タ ー の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
【 図 ７ 】 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。 （ 第 ３ 実 施 形 態 ）
【 図 ８ 】 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。 （ 第 ４ 実 施 形 態 ）
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 健 康 診 断 用 靴
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 無 線 送 受 信 部 ・ Ｃ Ｐ Ｕ
１ ３ 、 １ ４ 、 ２ ０ 　 加 速 度 セ ン サ ー 、 平 衡 度 セ ン サ ー
１ ５ 、 １ ７ 　 　 　 　 重 力 、 圧 力 、 紋 様 セ ン サ ー
１ ６ 　 　 　 　 　 　 　 発 汗 、 血 液 採 集 、 温 度 セ ン サ ー
１ ８ 　 　 　 　 　 　 　 温 度 、 静 脈 紋 様 セ ン サ ー
１ ９ 　 　 　 　 　 　 　 血 圧 セ ン サ ー
３ １ 　 　 　 　 　 　 　 携 帯 情 報 端 末 機
３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 微 弱 電 波
３ ３ 　 　 　 　 　 　 　 公 衆 携 帯 無 線 電 波 、 Ｐ Ｈ Ｓ
３ ４ 　 　 　 　 　 　 　 重 量 平 衡 許 容 値
３ ５ 　 　 　 　 　 　 　 重 量 平 衡 度 特 性
３ ６ 　 　 　 　 　 　 　 左 右 平 行 度 許 容 値
３ ７ 　 　 　 　 　 　 　 左 右 平 行 度 特 性
３ ８ 、 ３ ９ 　 　 　 　 加 速 度 特 性 曲 線
４ ０ 、 ４ １ 　 　 　 　 加 速 度 許 容 値
４ ２ 　 　 　 　 　 　 　 セ ン サ ー ア ン テ ナ
４ ３ 、 ４ ４ 　 　 　 　 セ ン サ ー
４ ５ 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ Ｐ Ｕ ・ 送 受 信 部
４ ６ 　 　 　 　 　 　 　 複 合 セ ン サ ー チ ッ プ
５ １ 　 　 　 　 　 　 　 人 、 被 検 査 者
６ １ 　 　 　 　 　 　 　 情 報 通 信 網
６ ２ 　 　 　 　 　 　 　 携 帯 無 線 ・ Ｐ Ｈ Ｓ 基 地 局
６ ３ 　 　 　 　 　 　 　 携 帯 無 線 会 社 ウ エ ブ サ イ ト
６ ４ 　 　 　 　 　 　 　 健 康 管 理 セ ン タ ー ウ エ ブ サ イ ト
６ ５ 　 　 　 　 　 　 　 通 信 線
６ ６ 　 　 　 　 　 　 　 健 康 管 理 セ ン タ ー
６ ７ 　 　 　 　 　 　 　 健 康 管 理 サ ー バ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(8) JP 2005-144106 A 2005.6.9



【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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